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日
立
ハ
イ
コ
ス
で
は
、
会
社
か

ら
、
新
制
度
「
勤
務
地
限
定
制
度
」

導
入
の
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
本
人
の

事
情
で
転
居
を
伴
う
転
勤
が
で
き
な

い
（
避
け
た
い
）
社
員
に
対
し
て
は
、

勤
務
地
を
限
定
す
る
（
転
勤
さ
せ
な

い
）
代
り
に
本
給
を
90
％
に
す
る
。
」

と
い
う
も
の
で
す
。
「
登
録
申
請
せ

ず
、
転
勤
発
令
時
に
申
請
し
た
場
合

は
、
本
給
を
80
％
と
す
る
。
」

一
方
、
「
す
で
に
転
勤
・
単
身
赴

任
し
て
い
る
者
は
、
現
行
の
勤
務
地

が
基
準
で
適
用
外
」
と
の
こ
と
で
す
。

会
社
の
説
明
で
は
、
「
仕
事
と
家

庭
を
両
立
さ
せ
る
上
で
、
大
き
な
安

心
、
安
定
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
」
と
し
て
い
ま
す
が
。

職
場
討
議
で
は
、
２
０
０
以
上
も

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
が
制
度
導
入
に
反
対
す
る
も
の
で

す
。
「
こ
の
制
度
の
ど
こ
が
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
な
の
か
」
「
人
件
費

削
減
と
し
か
思
え
な
い
」
「
今
ま
で

相
談
し
て
進
め
ら
れ
た
転
勤
が
、
申

請
し
な
い
と
自
動
的
に
転
勤
了
承
と

な
る
の
は
お
か
し
い
」
「
本
給
を
10

％
カ
ッ
ト
さ
れ
て
、
ど
う
し
て
生
活

の
安
心
・
安
定
に
つ
な
が
る
の
か
」

「
会
社
に
保
険
料
を
払
っ
て
、
勤

務
地
限
定
な
ん
て
、
お
か
し
い
」

「
安
心
・
安
定
で
な
く
、
悩
み
の
種

が
増
え
る
だ
け
の
制
度
」
等
な
ど
。

転
勤
は
、
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。
労
働

協
約
書
で
も
「
本
人
の
事
情
を
充
分
に
考
慮

し
慎
重
に
行
な
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
仕
事
は
、
家
庭
の
安
定
が
あ
っ

て
の
も
の
。
そ
れ
を
、
「
転
勤
し
た
く
な
け

れ
ば
賃
金
10
％
カ
ッ
ト
」
は
納
得
で
き
ま
せ

ん
。

本
制
度
は
、
対
象
は
、
非
組
合
員
含

め
全
従
業
員
が
対
象
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
「
勤
務
地
限
定
制
度
」
は
、
従
業

員
の
仕
事
や
生
活
の
不
安
を
増
大
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
仕
事
の
や
る
気
を
も
損
な
う
も

の
で
す
。
職
場
か
ら
反
対
の
声
を
大
き
く
し
、

組
合
は
存
在
意
義
を
発
揮
さ
せ
、
制
度
導
入

を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２００５年４月＜茨城日立版＞
日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）
http://www.hitachikon.net
TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

転
勤
い
や
な
ら
、
賃
金
10
％
カ
ッ
ト
だ
っ
て
！

ど
こ
が
「
大
き
な
安
心
、
安
定
」
な
の
か･

･･

転勤は本人の同意－が基本です



日立グループ連合茨城地協の2005年春闘回答

年間回答額
（円）

月数
（ケ月）

日立 1,444,554 4.82
ＨＥＳＣＯ 1,253,408 4.06
ＨＥＣ 1,030,000 3.30
ＨＩＳＥＣ 932,718 3.09
日立ＥＳ 1,057,293 3.61
ハイコス 1,210,890 4.21
日立協和 1,010,398 3.55
日立原町電子 995,400 3.80
ＩＣＣ 829,980 3.00

（賃上げは、いずれもベアなしで賃金体系維持）

一時金

組合名

老
舗
の
工
場
が

〃
ま
た
一
つ
消
え
た
〃

４
月
１
日
付
で
、
旧
国
分
工
場

（
電
機
シ
ス
テ
ム
事
業
部
国
分
事

業
所
）
が
廃
止
と
な
り
、
日
立
事

業
所
（
旧
日
立
工
場
）
の
組
織
に

組
込
ま
れ
ま
し
た
。
２
０
０
１
年

に
、
主
力
製
品
で
あ
る
変
圧
器
部

門
が
、
日
立
、
富
士
電
機
、
明
電

舎
の
３
社
で
設
立
し
た
日
本
Ａ
Ｅ

パ
ワ
ー
に
移
管
さ
れ
、
残
さ
れ
た

受
変
電
制
御
装
置
を
中
心
に
開
発
・

製
造
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
１
９

５
７
年
に
日
立
工
場
か
ら
独
立
し
、

日
立
の
基
盤
事
業
を
さ
さ
え
て
き

た
老
舗
の
工
場
が
、
昨
年
の
旧
勝

田
工
場
に
続
い
て
、
ま
た
一
つ
消

え
ま
し
た
。
（
旧
国
分
工
場
）

〃
日
専
校
生
だ
か
ら
〃

労
災
に
な
ら
ず
？

昨
年
、
12
月
24
日
、
情
制
シ
で

労
働
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
実

習
に
来
て
い
た
日
専
校
生
が
プ
レ

ス
機
で
両
手
の
親
指
指
先
を
切
断
。

指
は
接
合
手
術
を
受
け
た
と
い
い

ま
す
が
、
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
事

故
で
し
た
。
原
因
と
し
て
は
、
安

全
装
置
が
外
さ
れ
た
状
態
で
の
作

業
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ふ
つ
う
な
ら
間
違
い
な
く

労
働
災
害
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
被

災
者
が
実
習
生
と
い
う
理
由
で
、

労
働
災
害
と
い
う
扱
い
に
は
な
ら

な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
職
場
で
は
、

「
な
ん
か
、
会
社
は
う
ま
い
こ
と

や
っ
て
逃
げ
た
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
ね
ぇ
」
と
い
う
声
も
。
（
情

制
シ
・
旧
大
み
か
）

ハ
イ
コ
ス
で
、
管
理
職
の

〃
早
期
退
職
あ
い
つ
ぐ
〃

情
制
シ
の
構
内
に
あ
る
日
立
ハ

イ
コ
ス
で
は
、
こ
の
３
月
、
管
理

職
の
早
期
退
職
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
一
人
は
、
２
年
ほ
ど

前
に
日
立
製
作
所
か
ら
ハ
イ
コ
ス

に
転
属
し
た
人
。
「
わ
れ
わ
れ
団

塊
の
世
代
に
は
厳
し
い
雇

用
環
境
」
と
言
い
ま
す
。

「
わ
ず
か
な
転
職
支
援
一

時
金
が
出
た
だ
け
。
し
か

も
自
己
都
合
退
職
と
い
う

扱
い
な
の
で
、
定
年
退
職

な
ら
11
ヶ
月
分
も
ら
え
る

は
ず
の
失
業
保
険
は
、
５
ヶ

月
分
し
か
も
ら
え
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
な
ら
３
年
前

の
〃
早
期
退
職
〃
に
応
じ

た
ほ
う
が
よ
ほ
ど
マ
シ
だ
っ

た
か
・
・
・
」
。

掃
除
機
製
造
現
場
に

〃
社
員
は
一
人
だ
け
？
〃

日
立
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ
）
の
多
賀

事
業
所
。
六
十
六
年
の
歴
史
を
持

つ
家
電
工
場
が
今
、
生
ま
れ
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
掃
除
機
を
生
産
す

る
「
２
Ｄ
棟
」
の
一
階
。
三
本
あ

る
家
庭
用
掃
除
機
の
生
産
ラ
イ
ン

に
並
ぶ
の
は
派
遣
社
員
か
ら
迎
え

た
作
業
員
だ
。
派
遣
社
員
は
一
ラ

イ
ン
に
つ
き
五
十
人
前
後
。
日
立

Ｈ
＆
Ｌ
の
正
社
員
は
一
ラ
イ
ン
に

つ
き
「
組
長
」
と
呼
ば
れ
る
現
場

監
督
一
人
だ
け
だ
。
改
定
労
働
者

派
遣
法
の
施
行
か
ら
約
一
年
。
電

機
業
界
の
製
造
現
場
で
も
派
遣
社

員
の
利
用
が
広
が
っ
て
き
た
。
日

立
Ｈ
＆
Ｌ
の
多
賀
事
業
所
で
は
製

造
現
場
に
た
つ
作
業
員
千
二
百
六

十
人
の
う
ち
、
派
遣
社
員
は
七
百

八
十
人
に
及
ぶ
（
二
月
時
点
）

「
日
経
産
業
」
新
聞
05
年
3
月
18

日
報
道
よ
り
。


